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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
対
す
る
制
約
の
探
求
（
一
）

─
─
感
情
侵
害
原
理
を
巡
る
議
論
を
中
心
と
し
て
─
─

亀
　
　
田
　
　
悠
　
　
斗

第
一
章　

は
じ
め
に

第
二
章　

検
討
の
前
提

　

第
一
節　

限
定
基
準
の
役
割
・
射
程

　

第
二
節　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
の
紹
介

第
三
章　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別

　

第
一
節　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
と
そ
の
意
義

　

第
二
節　

区
別
に
対
す
る
批
判

　

第
三
節　

本
稿
に
お
い
て
採
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

第
四
章　



感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理

由

　

第
一
節　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
理
解

　

第
二
節　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
理
解

　

第
三
節　

タ
シ
オ
ラ
ス
の
理
解

　

第
四
節　

シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
理
解

　

第
五
節　



比
較
衡
量
の
前
段
階
に
お
け
る
あ
る
程
度
の
理
由
の
存
否

判
断
の
断
念
（
以
上
、
本
号
）

第
五
章　

比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
に
つ
い
て

　

第
一
節　



フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
が
提
示
し
た
考
慮
要
素
に
つ
い
て

　

第
二
節　



フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
が
提
示
し
た
調
整
原
理
・
考
慮
要

素
に
つ
い
て

第
六
章　



感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
対
す
る
三
つ
の
制
約
に
つ
い
て

　

第
一
節　

因
果
的
危
険
性
・
道
理
性
・
比
較
衡
量

　

第
二
節　

比
較
衡
量
判
断
の
重
視
に
つ
い
て

第
七
章　

お
わ
り
に

（阪大法学）71（6-151）　1683〔2022.3〕



論　　　説

第
一
章　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
前
回
の
論
文
に
引
き
続
き
、
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
を
主
題
と
す
る
。
現
在
、
刑
法
典
内
外
の
多
く
の
処
罰
規
定
に

つ
い
て
、
そ
の
保
護
法
益
を
感
情
と
解
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
の
侵
害
性
が
明
白
で
は
な
く
日
常
的
な
行
為
と

境
を
接
す
る
よ
う
な
行
為
ま
で
処
罰
の
対
象
に
取
り
込
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
傾
向
を
も
伴
う
近
年
の
刑
事
立
法
の
活
性
化

を
考
え
れ
ば
、
迷
惑
行
為
に
対
す
る
新
た
な
刑
事
立
法
の
よ
う
に
感
情
侵
害
行
為
の
さ
ら
な
る
犯
罪
化
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
決
し
て

低
く
は
な
い
。
し
か
し
、
当
然
で
は
あ
る
が
す
べ
て
の
感
情
侵
害
行
為
が
当
罰
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
解
釈
及
び
立

法
に
よ
る
処
罰
範
囲
の
過
度
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
を
限
定
す
る
た
め
の
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
限
定
基
準
の
具
体
的
内
容
を
含
め
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
に
関
す
る
議
論
が
日
本
刑
法
学
に
お
い
て
十
分

に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
当
該
限
定
基
準
の
内
実
の
探
求
を
目
的
と
す
る
。

　

前
回
の
論
文
で
は
、
こ
の
目
的
を
追
求
す
る
た
め
の
前
提
作
業
と
し
て
、
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
・

整
理
し
た
。
ま
ず
、
日
本
刑
法
学
に
お
け
る
先
行
研
究
を
取
り
上
げ
た
う
え
で
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
に
は
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ

リ
ズ
ム
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
確
か
に
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
多
数
の
道
徳
か
普
遍
的
ル
ー
ル
か
と
い
う
一
つ
の
具
体
的
な
区
別
基
準
に
対
し
て
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
区
別
が

お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
如
何
な
る
点
に
お
い
て
適
切
に
区
別
が
図
ら
れ
う
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
を
限
定
す
る
基
準
に
関
し
て
研
究
を
進
め
る
意
義
は
十
分
あ
る
も
の
と
考
え
た
。

そ
の
う
え
で
、
限
定
基
準
導
出
の
手
が
か
り
を
、
感
情
侵
害
原
理
（O

ffensePrinciple

）
を
巡
る
英
米
圏
の
議
論
に
求
め
る
こ
と
と

し
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
原
理
に
関
す
る
研
究
の
先
駆
者
で
あ
り
そ
の
後
の
議
論
の
土
台
を
構
築
し
た
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
（Joel

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）
Feinberg

）
の
見
解
、
こ
の
議
論
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
と
評
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
（A

ndreasvonH
irsch

）
と

シ
メ
ス
タ
ー
（A

PSim
ester

）
の
見
解
及
び
こ
れ
に
対
す
る
ヘ
ル
ン
レ
（T

atjanaH
örnle

）
に
よ
る
内
在
的
批
判
、
そ
し
て
そ
の

他
の
重
要
な
研
究
と
し
て
タ
シ
オ
ラ
ス
（JohnT

asioulas

）
の
見
解
及
び
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
（D

avidW
.Shoem

aker

）
の
見
解

を
取
り
上
げ
た
。
最
後
に
、
以
上
を
整
理
し
た
う
え
で
、
英
米
圏
の
議
論
に
お
い
て
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程

度
の
理
由
（pro tanto reason

）（
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
＋
行
為
の
不
正
性
）
の
存
否
を
判
断
し
、
そ
の
後
比
較
衡
量
テ
ス
ト

（
又
は
調
整
原
理
の
も
と
で
の
検
討
）
に
か
け
る
と
い
う
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
判
断
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
次
の
三
点
が
争

点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
適
切
に
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
、

第
二
に
、
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
に
加
え
て
ど
の
よ
う
な
要
件
が

要
求
さ
れ
る
べ
き
か
（
前
記
論
者
ら
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
行
為
の
不
正
性
の
具
体
的
内
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
）、
そ
し

て
第
三
に
、
如
何
な
る
要
素
が
比
較
衡
量
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
点
を
中
心
と
し
た
感
情
侵
害
原
理
を
巡
る
議
論
の
検
討
を
通
じ
て
、
前
記
限
定
基
準
を
導

出
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
通
り
論
じ
て
い
く
。
ま
ず
、
検
討
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
が
導
出
す
る
こ
と
を
目
指

す
限
定
基
準
の
性
質
や
射
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
予
め
、
本
稿
の
検
討
対
象
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
他
の
諸
見
解
の
出
発
点
な

い
し
参
照
点
と
な
っ
て
い
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
（
第
二
章
）。
次
に
、
前
述
の
検
討
を
要
す
る
三
点
に
つ

い
て
順
次
考
察
し
て
い
く
（
第
三
～
五
章
）。
最
後
に
、
諸
見
解
の
考
察
を
経
て
導
き
出
さ
れ
た
制
約
を
改
め
て
示
す
（
第
六
章
）。

（
5
）

（阪大法学）71（6-153）　1685〔2022.3〕



論　　　説

第
二
章　

検
討
の
前
提

第
一
節　

限
定
基
準
の
役
割
・
射
程

　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
感
情
侵
害
原
理
を
、
刑
事
立
法
を
道
徳
的
に
制
約
・
指
導
す
る
原
理
と
し
て
構
想
し
て
い
る
。
本
稿
も
基
本

的
に
は
同
様
の
見
地
に
立
つ
が
、
こ
こ
に
二
点
補
足
・
修
正
を
加
え
る
。
ま
ず
第
一
に
、「
道
徳
的
」
と
い
う
用
語
法
に
つ
い
て
で
あ

る
。
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
感
情
侵
害
原
理
を
主
題
と
し
た
『
他
者
へ
の
感
情
侵
害
』
を
含
む
『
刑
法
の
道
徳
的
限
界
』
シ
リ
ー
ズ
の

目
的
を
、「
立
法
に
対
す
る
道
徳
的
制
約
の
説
明
」
や
「
立
法
者
を
指
導
す
る
首
尾
一
貫
し
た
説
得
的
な
道
徳
原
理
の
セ
ッ
ト
の
提

供
」
等
と
表
現
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
彼
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、「
実
定
道
徳
」、
す
な
わ
ち
「
特
定
の
社
会
集
団
に

よ
っ
て
実
際
に
受
け
入
れ
ら
れ
共
有
さ
れ
て
い
る
道
徳
」
で
は
な
く
、「
批
判
道
徳
」、
す
な
わ
ち
「
実
定
道
徳
を
含
む
実
際
の
社
会
制

度
へ
の
批
判
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
道
徳
原
理
」
で
あ
る
。『
刑
法
の
道
徳
的
限
界
』
は
「
応
用
道
徳
哲
学
の
論
考
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
や
刑
法
の
道
徳
的
限
界
に
関
す
る
自
ら
の
立
場
を
「
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
刑
法
学
に
お
い
て
は
、
道
徳
と
い
う
語
に
よ
っ
て
実
定
道
徳
が
想
起
さ
れ
そ
こ
か
ら
若
干
の

議
論
の
混
乱
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
実
定
道
徳
違
反
が
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
に
な
り
う
る
と
考
え
る

一
種
の
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
に
お
い
て
導
出

を
試
み
る
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
を
限
定
す
る
基
準
の
役
割
は
批
判
道
徳

4

4

4

4

的
観
点
か
ら
刑
事
立
法
を
制
約
・
指
導
す
る
こ
と
に
あ
る
、

と
表
現
す
る
。

　

第
二
に
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
刑
事
立
法
を
批
判
道
徳
的
な
観
点
か
ら
制
約
・
指
導
す
る
基
準
は
、
感
情
侵
害
（
危
殆
化
）
を

処
罰
根
拠
と
す
る
犯
罪
規
定
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
規
定
形
式
や
文
言
が
許
す
限
り
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
貢
献
を
な
し
う

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
立
法
批
判
基
準
と
し
て
の
法
益
概
念
が
処
罰
規
定
の
解
釈
を
も
指
導
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

　

続
け
て
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
の
対
象
・
射
程
に
つ
い
て
も
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
主
張
を
参
照
し
つ
つ
明
確
化
す
る
。
ま
ず
、
フ

ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、『
刑
法
の
道
徳
的
限
界
』
シ
リ
ー
ズ
の
目
的
は
前
記
道
徳
原
理
の
探
求
に
限
定
さ
れ
る
と
明
示
し
、
他
の
規
制
手

段
の
社
会
的
効
用
を
考
慮
し
た
費
用
対
効
果
の
分
析
や
狭
い
意
味
で
の
「
政
治
」
の
要
請
（
例
え
ば
、
ロ
グ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
妥
協
）
な

ど
を
検
討
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
本
稿
も
概
ね
同
様
に
考
え
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
種
々
の
応
答
手
段
の
有
効
性
や
人
的
経
済

的
資
源
の
有
限
性
、
社
会
的
コ
ス
ト
等
に
関
す
る
諸
観
点
を
検
討
対
象
か
ら
除
く
こ
と
と
す
る
。

　

次
に
、
合
憲
性
と
の
関
係
に
言
及
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
合
憲
だ
が
道
徳
的
に
正
当
で
な
い
法
律
と
違

憲
だ
が
道
徳
的
に
正
当
な
法
律
が
存
在
し
う
る
と
考
え
、
合
憲
性
（
法
的
有
効
性
）
と
道
徳
的
正
当
性
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
を
感

情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
と
い
う
場
面
に
即
し
て
言
え
ば
、
感
情
侵
害
原
理
は
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
規
定
の
合
憲
性
で
は

な
く
道
徳
的
正
当
性
を
審
査
す
る
基
準
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
の
修
正
を
前
提
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
本
稿
も
こ
の
理
解

を
受
け
継
ぎ
た
い
。
す
な
わ
ち
、「
刑
事
立
法
の
分
析
枠
組
は
、
外
側
の
〈
限
界
〉
で
あ
る
合
憲
性
審
査
と
、
内
側
の
〈
討
議
の
場
〉

と
し
て
の
刑
法
理
論
に
基
づ
く
討
議
・
提
案
の
二
段
階
構
造
を
持
つ
も
の
と
理
解
さ
れ
る
」
と
こ
ろ
、
本
稿
は
、
前
記
限
定
基
準
を
後

者
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
も
っ
と
も
、
限
定
基
準
を
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
規
定
の
合
憲
性
・
法
的
有
効
性
を

審
査
す
る
も
の
と
理
解
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
限
定
基
準
を
巡
る
議
論
と
合
憲
性
を
巡
る
憲
法
学
的
議
論
が
一
切
重
複
し
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
憲
法
解
釈
も
道
徳
的
な
い
し
政
治
哲
学
的
議
論
に
全
く
立
ち
入
ら
ず
し
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
本
稿
の
検
討
対
象
と
な
る
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
対
す
る
限
定
基
準
は
、
批
判
道
徳
的
観
点
か
ら
感
情
侵

（
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論　　　説

害
行
為
に
対
す
る
刑
事
立
法
及
び
処
罰
規
定
の
解
釈
を
制
約
・
指
導
す
る
原
理
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
節　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
の
紹
介

　

以
上
の
役
割
・
射
程
を
持
つ
限
定
基
準
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
手
が
か
り
と
な
る
の
が
感
情
侵
害
原
理
を

巡
る
英
米
圏
の
議
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
該
議
論
に
お
け
る
先
駆
者
が
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
で
あ
り
、
以
降
の
論
者
ら
も
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
の
見
解
を
出
発
点
な
い
し
参
照
点
と
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
諸
論
点
の
検
討
に
先
立
ち
、
フ
ァ
イ

ン
バ
ー
グ
の
感
情
侵
害
原
理
に
つ
い
て
簡
潔
に
紹
介
す
る
。

　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
刑
法
に
よ
る
強
制
の
正
当
化
根
拠
で
あ
る
「
自
由
制
約
原
理
（liberty-lim

itingprinciples

）」（
又
は

「
強
制
正
当
化
原
理
（coercion-legitim

izingprinciples

）」）
の
う
ち
主
た
る
も
の
と
し
て
、
危
害
原
理
、
感
情
侵
害
原
理
、
リ
ー

ガ
ル
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、（
狭
義
の
）
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
を
挙
げ
た
う
え
で
、
前
二
者
の
み
を
支
持
す
る
。
危
害
原
理
と
感
情
侵

害
原
理
が
別
個
独
立
の
原
理
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
危
害
と
感
情
侵
害
は
、「
福
利
に
関
す
る
利
益
（w

elfareinter-

ests

）」
に
対
す
る
侵
害
の
有
無
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
後
の
日
常
生
活
の
遂
行
に
対
す
る
悪
影
響
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い

る
。

　

感
情
侵
害
原
理
は
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
に
よ
っ
て
、「
提
案
さ
れ
た
刑
法
に
よ
る
禁
止
が
行
為
者
以
外
の
者
に
対
す
る
重
大
な
感
情

侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
目
的
の
た
め
に
必
要
な
方
法
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
そ
の

刑
法
に
よ
る
禁
止
を
支
持
す
る
よ
き
理
由
で
あ
る
」
と
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
感
情
侵
害
」
は
、
嫌
悪
や
羞
恥
、
恐
怖

等
の
好
ま
し
く
な
い
精
神
状
態
全
般
が
、
他
者
に
よ
る
不
正
な
（
権
利
侵
害
的
な
）
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。

（
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

行
為
の
不
正
性
は
、
正
当
化
事
由
又
は
免
責
事
由
な
く
当
該
状
態
が
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
行
為
の
不

正
性
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
な
い
場
合
と
し
て
、「
単
な
る
知
識
（bareknow
ledge

）」
に
よ
る
感
情
侵
害
、
す
な
わ
ち
、
行
為
に

対
す
る
視
覚
等
に
よ
る
直
接
的
な
認
識
で
は
な
く
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
想
像
に
基
づ
く
感
情
侵
害
の
み
を
惹
起

す
る
行
為
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
不
正
性
＝
権
利
侵
害
の
存
在
に
よ
っ
て
、
感
情
侵
害
原
理
と
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
区
別
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
以
上
の
意
味
で
の
「
感
情
侵
害
」
が
認
め
ら
れ
れ
ば
直
ち
に
処
罰
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

比
較
衡
量
テ
ス
ト
を
パ
ス
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
テ
ス
ト
に
お
い
て
比
較
さ
れ
る
の
は
、
感
情
侵
害
の
重
大
性
と
感
情
侵
害
行
為
の

道
理
性
（reasonableness
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
感
情
侵
害
の
程
度
、
道
理
に
適
っ
た
回
避
可
能
性
、
同
意
原
則
と
い
っ
た
諸
要
素

か
ら
決
定
さ
れ
る
。
感
情
侵
害
の
程
度
は
、
感
情
侵
害
に
関
す
る
特
異
な
感
受
性
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
測
定
さ
れ
る
。
他
方
、
後
者
は
、

行
為
者
に
と
っ
て
の
行
為
の
個
人
的
重
要
性
、
行
為
の
社
会
的
価
値
、
表
現
行
為
と
し
て
の
重
要
性
、
代
替
的
行
為
機
会
の
利
用
可
能

性
、
悪
意
・
害
意
、
行
為
が
行
わ
れ
る
場
所
の
性
質
と
い
っ
た
諸
要
素
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　
「
感
情
侵
害
」（
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
＋
行
為
の
不
正
性
）
の
有
無
を
判
断
し
、
そ
の
後
比
較
衡
量
を
行
う
と
い
う
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
が
設
定
し
た
判
断
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
以
降
の
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別

　

第
一
章
に
お
い
て
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
正
当
化
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
検
討
を
要
す
る
点
と
し
て
、
次
の
三
点

を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
感
情
侵
害
行
為
の
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
（
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
＋
行
為
の
不
正
性
）

の
存
否
を
判
断
し
、
そ
の
後
比
較
衡
量
テ
ス
ト
（
又
は
調
整
原
理
の
も
と
で
の
検
討
）
に
か
け
る
と
い
う
英
米
圏
の
議
論
に
お
い
て
あ

（
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論　　　説

る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
判
断
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
第
一
に
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
適
切
に
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
、

第
二
に
、
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
に
加
え
て
ど
の
よ
う
な
要
件
が

要
求
さ
れ
る
べ
き
か
（
英
米
圏
の
論
者
ら
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
行
為
の
不
正
性
の
具
体
的
内
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
）、

そ
し
て
第
三
に
、
如
何
な
る
要
素
が
比
較
衡
量
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
を

加
え
る
。

第
一
節　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
と
そ
の
意
義

　

前
章
第
二
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
通
り
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
具
体
的
な
区
別
を
後
の
日
常
生
活
の
遂
行
に
対
す
る
悪
影
響
の
有
無
に
求
め
て
い
る
。
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
も
概

ね
同
様
の
考
え
方
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
も
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
し
た
う
え
で
、
価
値
あ
る
活

動
や
関
係
に
従
事
し
自
ら
選
ん
だ
目
標
を
追
求
す
る
と
い
う
人
々
の
機
会
、
よ
き
生
を
享
受
・
追
求
す
る
た
め
の
将
来
の
機
会
に
対
す

る
減
損
の
有
無
に
そ
の
具
体
的
な
区
別
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
理
解
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
前
に
、

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
に
つ
い
て
論
じ
る
意
義
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
仮
に
危
害
を
根
拠
と
し
な
い
処
罰
は
正
当
化
さ
れ

え
な
い
と
い
う
立
場
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
の
意
義
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る

処
罰
の
範
囲
の
広
狭
に
影
響
す
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
も
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
も
そ
の
よ
う
な
立
場
に
は
立
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
次
章
以
降
に
検
討
す
る
彼
ら
の
処
罰
基
準
の
内
容
を
見
て
も
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
し
な
け
れ
ば
導
出
さ
れ
え
な
い
よ
う

な
要
件
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
如
何
は
感
情
侵
害
行
為
の
正
当
な

（
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

処
罰
範
囲
を
変
動
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
危
害
概
念
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
危
害
と
感
情
侵
害
の
両
概
念
を
ど
の
よ
う

に
整
理
す
る
の
か
、
ま
た
如
何
な
る
感
情
侵
害
が
危
害
に
分
類
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
問
い
の
立
て
方
・
論
じ
方
に
関
係
す
る
に
と
ど

ま
る
。

第
二
節　

区
別
に
対
す
る
批
判

　

危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
の
問
題
の
意
義
が
以
上
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
危
害
と
感
情
侵
害
を
異
な
る
も
の
と

し
て
観
念
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
に
、
危
害
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
判
断
と
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
判
断
に
お
け
る
考
慮
要
素
の
違

い
に
着
目
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
前
者
と
後
者
の
判
断
枠
組
み
の
区
別
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
の
分
析
上
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
危
害
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
判
断
と
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
そ
れ

と
の
間
に
は
注
意
を
払
う
に
値
す
る
考
慮
要
素
の
違
い
が
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
感
情
侵
害
行
為
と
の
直
面
の
回
避
が
困
難
で
あ
る
ほ

ど
そ
の
分
感
情
侵
害
行
為
の
道
理
性
が
低
下
す
る
と
す
る
道
理
に
適
っ
た
回
避
可
能
性
が
問
題
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
道
理
に
適
っ
た
回
避
可
能
性
の
存
在
は
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
の
文
脈
に
お
い
て
は
処
罰
を
制
限
す
る
方
向
に
働
く
が
、

危
害
行
為
の
処
罰
の
文
脈
に
お
い
て
は
通
例
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
、「
一
四
番
通
り
又

は
一
六
番
通
り
を
安
全
に
歩
行
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
五
番
通
り
が
回
避
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
五
番
通
り
に

お
け
る
暴
行
の
犯
罪
化
を
支
持
す
る
主
張
」
を
退
け
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
一
方
で
、
公
然
わ
い
せ
つ
や
わ
い
せ
つ
物
陳
列
は
指
定
さ

れ
た
ビ
ー
チ
や
許
可
さ
れ
た
映
画
館
に
お
い
て
は
許
容
さ
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
違
い
は
強
調
に
値
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
次
章
第
三
～
五
節
に
お
い
て
言
及
す
る
通
り
、
あ
る
行
為
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
害
を
被
る
こ
と
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論　　　説

が
道
理
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
は
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
判
断
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
た
め
の
必
要
条
件
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
例
え
ば
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
せ
ず
感
情
侵
害
を
比
較
的
重
大
で
な
い
が
特
殊
な
性
質
を
有
す
る

危
害
と
捉
え
た
う
え
で
、
感
情
侵
害
原
理
を
前
記
特
殊
な
危
害
を
対
象
と
す
る
危
害
原
理
の
下
位
原
理
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
だ

か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
以
前
に
、
そ
も
そ
も
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
後
者
を
前

者
の
一
部
と
す
る
の
は
直
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
主
張
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
公
然
性
交
に
よ
る
よ
う
な

感
情
侵
害
が
本
質
的
に
危
害
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
も
っ
て
自
明
で
な
い
と
述
べ
る
。
危
害
を
他
者
の
利
益
に

対
す
る
不
正
な
減
損
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
か
つ
そ
う
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
感
情
侵
害
は
さ
ら
な
る
後
続
の
影
響
と
は
無

関
係
に
そ
れ
自
体
と
し
て
危
害
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
七
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
発
表
さ
れ

た
「
わ
い
せ
つ
と
映
画
検
閲
に
関
す
る
委
員
会
報
告
」（
委
員
長
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
名
前
を
と
っ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

報
告
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
以
下
の
箇
所
を
引
い
た
う
え
で
、
こ
れ
は
多
く
の
者
に
と
っ
て
明
ら
か
な
常
識
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
す
な

わ
ち
、「
公
然
性
交
に
対
抗
す
る
法
は
一
般
的
に
危
害
条
件
と
調
和
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
共
同
体
の
構
成
員
が
あ
る
種
の
行
為
を
目

撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
狼
狽
し
、
嫌
悪
感
を
抱
き
、
憤
慨
し
、
又
は
気
分
を
害
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
を
公
然
と
行
う
こ
と
は
彼
ら

の
利
益
を
害
し
彼
ら
に
反
対
す
る
理
由
を
与
え
る
よ
う
な
事
柄
と
な
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
一
九

八
〇
年
前
後
の
イ
ギ
リ
ス
と
現
代
の
日
本
と
い
う
時
間
的
・
場
所
的
相
違
を
考
慮
し
て
も
な
お
、
こ
れ
は
支
持
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
比
較
的
侵
害
の
程
度
の
低
い
暴
行
が
危
害
（
行
為
）
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
感
情
侵
害
（
行
為
）
も
危
害
（
行

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（阪大法学）71（6-160）　1692〔2022.3〕



感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

為
）
の
一
部
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
可
能
で
あ
る
。
日
本
刑
法
に
即
し
つ
つ
詳
し
く
言
え
ば
、
ま
ず
例
え
ば
他
人
の

肩
を
強
く
突
く
行
為
や
足
を
踏
む
行
為
に
は
暴
行
罪
（
刑
法
二
〇
八
条
）
が
成
立
し
う
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
現
に
可
罰
的
で
あ
る
だ

け
で
な
く
当
罰
的
で
も
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
、
肩
を
強
く
突
か
れ
る
こ
と
や
足
を
踏
ま
れ
る
こ
と
を
危
害
に
含
め
る

こ
と
は
一
つ
の
無
理
の
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
、
感
情
侵
害
が
こ
れ
ら
の
よ
う
な
危
害
を
下
回
る

侵
害
性
し
か
有
し
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
。
確
か
に
、
日
常
的
に
遭
遇
し
う
る
極
め
て
軽
微
な
感
情
侵
害
行
為
は
無
数
に
存
在
す
る
。

し
か
し
、
公
道
上
や
電
車
内
に
お
け
る
す
ぐ
近
く
に
い
る
者
に
よ
る
性
器
露
出
行
為
等
、
処
罰
の
是
非
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
重
大
な
感
情
侵
害
も
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
器
露
出
に
よ
る
感
情
侵
害
ま
で
も
が
、
肩
を
強
く
突
か

れ
る
こ
と
や
足
を
踏
ま
れ
る
こ
と
に
劣
後
す
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
暴
行
を
危
害
に
含
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
侵
害
性
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
重
大
な
感
情
侵
害
も
危
害
に
包
含
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
こ

と
に
な
る
。

　

以
上
に
加
え
て
、
区
別
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
危
害
と
感
情
侵
害
の
区
別
を
支
え
る
危
害
の
定
義
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
う
る
。
ヘ
ル
ン
レ
は
、
例
え
ば
そ
れ
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
意
識
な
き
者
に
対
す
る
レ
イ
プ
、
す
な
わ
ち
心
神
喪
失
状
態
若

し
く
は
抗
拒
不
能
に
乗
じ
た
性
交
が
行
わ
れ
た
が
相
手
方
は
そ
の
出
来
事
を
覚
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
危
害
に
該
当
し
な

い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、
被
害
者
が
行
為
時
に
お
い
て
も
事
後
に
お
い
て
も
性
交
や
わ
い
せ
つ
行
為
を
認
識

し
え
な
い
場
合
に
は
、
行
為
の
性
質
上
被
害
者
の
将
来
の
生
活
遂
行
に
何
ら
影
響
し
な
い
以
上
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
定
義
す
る

危
害
に
含
ま
れ
な
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
39
）

（
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）
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第
三
節　

本
稿
に
お
い
て
採
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

　

以
上
に
お
い
て
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
、
両
者
を
区
別
し
な
い
こ
と
が
特
段
不
自
然
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
両
者
の
区
別
を
支
え
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
や
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
危
害
の
定
義
に
問
題
が
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
危
害
と
感
情
侵
害
の
完
全
な
区
別
が
支
持
で
き
な
い
と
言
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

一
部
の
重
大
な
感
情
侵
害
が
危
害
に
含
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
残
り
の
感
情
侵
害
は
こ
れ
に
分
類
さ
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
如
何
な
る
感
情
侵
害
が
危
害
に
分
類
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
危
害
概
念
に
依
拠
せ
ず
直

接
に
ど
の
よ
う
な
感
情
侵
害
行
為
が
処
罰
に
値
し
う
る
の
か
を
問
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
採
用
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
、
危
害

の
一
般
的
定
義
や
具
体
的
内
実
の
探
求
が
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
困
難
か
つ
複
雑
な
試
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
が

感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
対
す
る
制
約
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
後
者
の
よ
り
シ
ン
プ
ル

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
日
本
刑
法
学
に
お
い
て
は
立
法
批
判
基
準
と
し
て
危
害
原
理
が
広
範
な
支
持
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
危
害

原
理
と
法
益
保
護
原
理
を
同
一
視
す
る
見
方
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
見
方
に
よ
れ
ば
以
上
の
検
討
に
お
け
る
危
害
を
法
益
侵
害
と

読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
感
情
侵
害
を
法
益
侵
害
か
ら
完
全
に
除
外
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
ま
た
法
益
侵

害
の
限
定
的
な
一
般
的
定
義
の
探
求
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
ど
の
よ
う
な
場
合
に
感
情
侵
害
行
為
が
処
罰
に
値
す
る
の
か
を
直
接
に
検

討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
、
と
換
言
で
き
る
。

第
四
章　

感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由

　

本
章
で
は
、
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
（pro tantoreason

）
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害

（
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）
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）
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

に
加
え
て
ど
の
よ
う
な
要
件
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
第
二
の
論
点
に
取
り
組
む
。
具
体
的
に
は
、
前
回
の
論
文
に
お
い
て
参
照

し
た
こ
の
点
に
関
す
る
諸
見
解
、
す
な
わ
ち
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
、
タ
シ
オ
ラ
ス
、
そ
し
て
シ

ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
紹
介
し
た
う
え
で
、
考
察
を
加
え
て
い
く
。

第
一
節　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
理
解

　

第
二
章
第
二
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
比
較
衡
量
の
前
段
階
に
お
い
て
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害

と
行
為
の
不
正
性
の
存
在
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
行
為
の
不
正
性
は
、
正
当
化
事
由
又
は
免
責
事
由
な
く
恐
怖
や
嫌
悪
、
羞

恥
等
の
好
ま
し
く
な
い
精
神
状
態
が
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、「
単
な
る
知
識
」
に
よ
る
感
情
侵
害
、
す

な
わ
ち
、
行
為
の
直
接
的
な
認
識
で
は
な
く
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
想
像
に
よ
る
感
情
侵
害
の
み
を
惹
起
す
る
行

為
に
は
、
例
外
的
に
不
正
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
単
な
る
知
識
に
よ
る
感
情
侵
害
の
み
を
惹
起
す
る
行
為
は
、
不
正
性
以
前
に
、
感
情
侵
害
又
は
そ
の
危
険
を
処
罰
根
拠
と

す
る
こ
と
か
ら
帰
結
さ
れ
る
制
約
、
す
な
わ
ち
規
制
対
象
行
為
は
他
者
の
感
情
に
対
す
る
侵
害
を
因
果
的
に
惹
起
し
う
る
危
険
性
を
備

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
に
よ
っ
て
、
処
罰
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
行
為
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
想
像
に
よ
る
感
情
侵
害
は
、
個
別
具
体
的
な
行
為
の
危
険
が
直
接
に
現
実
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
個
別
の
行
為
と
前
記
想
像
の
間
に
因
果
的
な
影
響
関
係
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
個
別
の
行
為
は
前

記
想
像
に
よ
る
感
情
侵
害
を
惹
起
す
る
直
接
的
な
因
果
的
危
険
性
も
間
接
的
な
そ
れ
も
有
し
な
い
以
上
、
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性

の
制
約
に
よ
り
そ
の
処
罰
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
制
約
が
要
求
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
行
為
が
他
者
の
感
情
を
害
す
る
危
険
性
を
お
よ
そ
有
し
な
い
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場
合
に
は
、
こ
れ
を
感
情
侵
害
の
危
険
と
い
う
理
由
か
ら
処
罰
す
る
こ
と
は
当
然
で
き
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
こ

の
制
約
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
処
罰
範
囲
の
不
当
な
拡
大
と
い
う
望
ま
し
く
な
い
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

「
隣
人
が
実
際
に
目
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
庭
で
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
家
庭
内
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域

で
の
行
為
を
想
像
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
不
快
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
実
在
す
る
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
す
ら
無
関
係
に
規
制
の
根
拠
と
し
て
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
論
的
に
は
い
か
な
る
行
為
・
存
在
で
す
ら
不
快
な
の
で
禁
止

4

4

4

4

4

4

4

と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
結
局
の
と

こ
ろ
単
純
な
『
多
数
者
の
専
制
』
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
」（
傍
点
原
文
）
と
の
指
摘
が
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
制
約
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
窓
や
カ
ー
テ
ン
が
閉
め
切
ら
れ
た
状
況
で
私
室
に
お
い
て
密
か
に
行
わ
れ
る
行
為
に
は
、
そ
れ
が

外
部
の
者
ら
に
よ
っ
て
お
よ
そ
認
識
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
態
様
で
行
わ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
他
者
の
感
情
を
侵
害
す
る
因
果
的
な
危

険
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
感
情
侵
害
・
危
殆
化
を
根
拠
と
す
る
処
罰
と
し
て
は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
り
具
体
的

な
例
の
一
つ
と
し
て
、
前
記
状
況
下
で
私
室
に
お
い
て
密
か
に
行
わ
れ
る
死
体
損
壊
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
死
者
に

対
す
る
国
民
一
般
の
敬
虔
感
情
を
死
体
損
壊
等
罪
（
刑
法
一
九
〇
条
）
の
保
護
法
益
と
す
る
理
解
は
、
そ
の
社
会
的
法
益
と
し
て
の
感

情
が
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
が
な
く
て
も
そ
の
侵
害
や
危
殆
化
が
肯
定
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
厳
密
な
意
味
で
の

感
情
侵
害
（
危
殆
化
）
を
処
罰
根
拠
と
す
る
規
定
と
し
て
は
正
当
化
さ
れ
え
ず
、
実
質
的
に
は
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
と
異
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
の
制
約
に
よ
っ
て
保
護
適
格
性
が
否
定
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
前
記
の
種
類
の
社
会
的
法
益
と

し
て
の
感
情
に
限
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
非
個
人
的
な
い
し
超
個
人
的
な
も
の
と
さ
れ
る
法
益
の
う
ち
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
個
人
的
法

益
の
束
と
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
法
益
」
に
分
類
さ
れ
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
護
適
格
性
は
当
該
制
約
に
よ
っ
て
は
否
定
さ
れ
な
い
。

個
人
的
法
益
の
束
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
当
該
制
約
に
よ
っ
て
は
保
護
適
格
性
が
否
定
さ
れ
な
い
感
情
法
益
の

（
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

例
と
し
て
、
公
然
わ
い
せ
つ
罪
や
わ
い
せ
つ
物
頒
布
罪
の
保
護
法
益
の
候
補
と
さ
れ
う
る
、
不
特
定
又
は
多
数
人
の
性
的
感
情
が
挙
げ

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
が
行
為
の
不
正
性
に
担
わ
せ
て
い
た
「
単
な
る
知
識
」
に
よ
る
感
情
侵
害
の
除
外
と
い
う
役
割
は
、

感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
の
制
約
に
解
消
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
化
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
の
存
否
判
断
に
と
っ
て
、

行
為
の
不
正
性
は
正
当
化
事
由
又
は
免
責
事
由
の
不
存
在
と
い
う
消
極
的
な
意
味
合
い
し
か
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、

前
記
理
由
を
積
極
的
に
基
礎
づ
け
る
の
は
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
を
因
果
的
に
惹
起
し
う
る
と
い
う
行
為
の
危
険
性
の
み
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
の
存
在
に
よ
っ
て
直
ち
に
前
記
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
ど
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
個
人
差
が
広
く
認
め
ら
れ
る
た
め
、
理
論
的

に
は
直
接
的
な
認
識
の
可
能
性
さ
え
あ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
他
者
の
感
情
侵
害
を
因
果
的
に
惹
起
し
う
る
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
に
加
え
て
さ
ら
に
何
ら
か
の
限
定
的
な
要
件
が
必
要
と

な
ろ
う
。

第
二
節　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
の
理
解

　

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
と
シ
メ
ス
タ
ー
は
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
（
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
感
受
性
侵
害
（affronttosensibility

）」）
の
存
在
だ
け
で

は
足
り
ず
、
こ
れ
に
加
え
て
行
為
に
反
対
す
る
正
当
な
規
範
的
理
由
が
必
要
と
な
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ

の
規
範
的
理
由
、
す
な
わ
ち
行
為
の
不
正
性
と
い
う
要
素
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
も
行
為
の
不

正
性
と
い
う
要
件
を
設
け
て
は
い
る
も
の
の
、
前
述
の
通
り
正
当
化
事
由
又
は
免
責
事
由
な
く
感
受
性
侵
害
が
惹
起
さ
れ
た
場
合
に
は

（
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原
則
と
し
て
不
正
性
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
要
件
は
実
質
的
に
は
意
味
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
存
す
る
こ
の
欠
陥
を
修
正
す
る
た
め
に
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
行
為
の
不
正
性
の
具
体
化
を
試
み
、

最
終
的
に
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
な
き
取
扱
い
と
理
解
す
る
。
こ
の
要
素
を
備
え
る
行
為
類
型
と
し
て
、
人
種
差
別
的
侮
辱
や

公
然
の
場
に
お
け
る
露
出
行
為
、
執
拗
で
強
引
な
物
乞
い
行
為
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮

な
き
取
扱
い
と
い
う
要
件
を
加
え
て
も
な
お
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
欠
如
を
示
す
行
為
類

型
は
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
が
挙
げ
て
い
た
前
述
の
諸
行
為
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、
待
ち
合
わ
せ
の
約
束
に
意
図
的
に
数
時

間
も
遅
れ
る
こ
と
が
複
数
回
繰
り
返
さ
れ
た
場
合
や
、
結
婚
式
の
よ
う
な
重
要
な
社
会
的
行
事
に
お
い
て
花
嫁
・
花
婿
の
過
去
に
関
す

る
非
常
に
無
神
経
な
発
言
を
す
る
場
合
、
不
適
切
な
服
装
で
葬
儀
に
参
加
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の

（
重
大
な
）
欠
如
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
対
し
て
刑
法
を
用
い
る
こ
と
は
お
よ
そ
想
像
で
き
な
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
意
図
的
か
つ
大
幅
な
遅
刻
の
反
復
の
よ
う
な
、
刑
事
規
制
は
も
と
よ
り
お
よ
そ
法
的
規
制
に
は
適
さ
な

い
よ
う
な
行
為
が
、
尊
重
・
配
慮
の
（
重
大
な
）
欠
如
と
い
う
要
件
を
ク
リ
ア
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
当
該
要
件
は
処
罰
範
囲
の
限
定
と
い
う
役
割
を
十
分
に
は
果
た
し
え
て
い
な
い
と
評
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
（
重
大
な
）
欠
如
が
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
原
動
力
で

あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
人
種
差
別
的
侮
辱
に
限
定
さ
れ
ず
か
つ
以
上
の
よ
う
に
広
範
に
過
ぎ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
当
該
欠
如

が
処
罰
を
基
礎
づ
け
る
主
た
る
理
由
た
り
う
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
感
情
侵
害
行
為

の
主
た
る
処
罰
根
拠
を
他
者
に
対
す
る
尊
重
・
配
慮
の
（
重
大
な
）
欠
如
と
い
う
規
範
的
要
素
で
は
な
く
、
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害

（
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

に
求
め
る
方
向
で
考
察
を
進
め
て
い
く
。

第
三
節　

タ
シ
オ
ラ
ス
の
理
解

　

タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
充
足
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
提
示
す
る
。
す

な
わ
ち
、
第
一
に
、
単
な
る
知
識
に
基
づ
く
感
情
侵
害
し
か
惹
起
し
え
な
い
行
為
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
行
為
は
公
共
の

場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
三
に
、
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行
為
、
つ
ま
り
、
特
定
の
個
人
や

集
団
の
反
応
か
ら
独
立
し
た
何
ら
か
の
客
観
的
な
基
準
に
よ
っ
て
感
情
侵
害
的
と
評
価
さ
れ
る
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
件
に
検
討
を
加
え
る
。
ま
ず
第
一
の
要
件
に
つ
い
て
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、
単
な
る
知
識
に
よ
る
感
情
侵
害

の
程
度
に
対
す
る
犯
罪
化
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
自
由
の
重
要
性
の
優
越
と
い
う
観
点
か
ら
こ
れ
を
導
い
て
い
る
。
他
方
、
私
見
に
よ
れ

ば
、
本
章
第
一
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
単
な
る
知
識
に
基
づ
く
感
情
侵
害
し
か
惹
起
し
え
な
い
行
為
の
非
当
罰
性
は
、
感
情
侵

害
（
危
殆
化
）
を
行
為
の
処
罰
根
拠
と
す
る
以
上
、
他
者
の
感
情
に
対
す
る
侵
害
を
因
果
的
に
惹
起
し
う
る
と
い
う
意
味
で
の
行
為
の

危
険
性
が
必
要
条
件
と
な
る
と
の
制
約
か
ら
帰
結
さ
れ
る
。

　

次
に
第
二
の
要
件
に
つ
い
て
、
タ
シ
オ
ラ
ス
が
こ
れ
を
必
要
条
件
と
解
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
五
章
第
二
節
第
三
款
に
お
い
て

後
述
す
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
こ
れ
を
比
較
衡
量
に
お
け
る
一
考
慮
要
素
と
し
て
い
る
。
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
が
こ

の
よ
う
に
捉
え
る
の
は
、
例
え
ば
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ゲ
ス
ト
に
よ
る
露
出
行
為
が
処
罰
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ

る
の
を
危
惧
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
に
お
け
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
っ
て
も
不
特
定
多
数
の
者
が
参
加
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
露
出
行
為
が
お
よ
そ
当
罰
的
で
な
い
と
ま
で
は
断
言
し
難
く
、
そ
の
当
罰
性
に
つ
い

て
は
評
価
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
行
為
の
当
罰
性
の
評
価
は
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
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今
後
肯
否
い
ず
れ
か
の
方
向
に
よ
り
一
層
傾
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
あ
り
う
る
。
さ
ら
に
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
第
二
の
要
件
の

根
拠
と
し
て
、
犯
罪
化
可
能
な
不
正
は
必
要
不
可
欠
な
公
共
的
利
益
に
関
係
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
般
的
な
要
請

を
挙
げ
て
い
る
が
、
侵
害
の
重
大
性
に
よ
っ
て
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
タ
シ
オ
ラ
ス
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
必
ず
し
も
当
該
要
請
か
ら
第
二
の
要
件
は
導
か
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
感
情
侵
害
と
の
比
較
対
象
と
さ

れ
て
い
た
軽
微
な
身
体
傷
害
や
窃
盗
が
そ
の
実
行
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
「
必
要
不
可
欠
な
公
共
的
利
益
に
関
係
す
る
」
不
正
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
感
情
侵
害
も
同
様
に
評
価
さ
れ
る
余
地
は
十
分
残
さ
れ
て
お
り
、
直
ち
に
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
あ
た
り
公
共

の
場
に
お
け
る
実
行
を
一
律
に
必
要
条
件
と
す
る
こ
と
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
公
共
の
場
に
お
け
る
実

行
を
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
正
当
化
に
と
っ
て
の
必
要
条
件
と
す
る
こ
と
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

　

最
後
に
、
行
為
は
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
第
三
の
要
件
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
タ
シ
オ
ラ
ス
の
説
明
を
よ
り
詳
し
く
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、「
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行

為
」
と
い
う
概
念
を
、「
主
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行
為
」
と
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
後
者
は
、
あ
る
行
為
が
そ

れ
を
認
識
し
た
特
定
の
個
人
や
集
団
に
感
情
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
又
は
そ
の
傾
向
を
有
す
る
と
い
う
経
験
的
事
実
の
問
題
で
あ
る
。
他

方
、
前
者
は
、
特
定
の
個
人
や
集
団
の
反
応
か
ら
独
立
し
て
行
為
を
適
切
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
せ
し
め

る
よ
う
な
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
い
う
。

　

ま
た
、
タ
シ
オ
ラ
ス
は
、「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
感
情
侵
害
（prim

itiveoffence

）」
と
「
規
範
規
定
的
感
情
侵
害
（norm

-gov-

ernedoffence

）」
を
区
別
し
て
い
る
。
前
者
は
、
行
為
又
は
事
物
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
直
接
的
に
惹
起
さ
れ
う
る
感
情
侵
害
を
い
い
、

例
え
ば
、
腐
敗
し
蛆
の
湧
い
た
死
体
の
目
撃
や
臭
い
に
よ
る
嫌
悪
感
、
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
大
音
量
で
継
続
的
な
騒
音
に
よ
る
圧
迫

感
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
他
方
、
後
者
は
、
行
為
が
何
ら
か
の
重
要
な
規
範
に
反
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
生
じ
る
感
情
侵
害
を
い
い
、
例

（
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

え
ば
、
公
然
わ
い
せ
つ
や
人
種
差
別
的
言
論
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
区
別
に
従
え
ば
、
客
観
的
に
感
情
侵
害
的
な
行
為
は
、
客
観

的
か
つ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
と
客
観
的
か
つ
規
範
規
定
的
に
感
情
侵
害
的
な
も
の
に
分
け
ら
れ
う
る
。
前
者
に
あ
た

る
の
は
、
行
為
が
標
準
的
な
状
況
下
に
あ
る
一
般
人
に
感
情
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
に
該
当

す
る
の
は
、
行
為
の
認
識
に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
る
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
、
例
え
ば
、
公
然
わ
い
せ
つ

や
人
種
差
別
的
言
論
に
よ
る
感
情
侵
害
は
客
観
的
か
つ
規
範
規
定
的
な
感
情
侵
害
に
該
当
す
る
が
、
異
な
る
人
種
の
者
と
相
部
屋
に
な

る
見
込
み
や
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
が
公
共
の
場
に
お
い
て
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
感
情
侵
害
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
、
と
い
う
。

　

処
罰
根
拠
を
感
情
侵
害
に
求
め
た
う
え
で
、
感
情
侵
害
の
客
観
性
で
も
っ
て
限
定
を
か
け
る
と
い
う
タ
シ
オ
ラ
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

支
持
さ
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
主
観
的
に
は
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
感
情
侵
害
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
客
観

的
な
限
定
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
感
情
侵
害
の
客
観
性
、
特
に
規
範
規
定
的
感
情
侵
害
の
客
観
性
を
基
礎
づ
け
る
「
正

当
な
理
由
」
の
具
体
的
内
実
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
前
述
の
通
り
、
正
当
な
理
由
の
否
定
例
と
し
て
異
な
る
人
種

の
者
と
相
部
屋
に
な
る
見
込
み
と
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
が
公
共
の
場
に
お
い
て
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
感
情
侵
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
一
般
化
す
れ
ば
、
感
情
侵
害
が
差
別
的
信
念
に
基
づ
く
場
合
に
は
正
当
な
理
由
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
特
異
な
信
念
を
有
す
る
者
で
は
な
く
一
般
人
に
生
じ
る
よ
う
な
感
情
侵
害
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
情
侵
害
に
関
す
る

一
般
人
基
準
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
方
、
前
節
に
お
い
て
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
見
解
に
対
す
る

批
判
の
中
で
用
い
ら
れ
た
遅
刻
の
意
図
的
な
反
復
事
例
の
よ
う
な
、
刑
事
規
制
は
も
と
よ
り
お
よ
そ
法
的
規
制
に
適
さ
な
い
で
あ
ろ
う

多
く
の
日
常
的
な
感
情
侵
害
が
、
正
当
な
理
由
基
準
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ォ

ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
の
見
解
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
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論　　　説

第
四
節　

シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
理
解

　

あ
る
行
為
（
の
認
識
）
に
よ
っ
て
感
情
を
害
さ
れ
る
こ
と
が
道
理
に
適
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
感
情
侵
害
の
道
理
性
（
客
観

性
）
に
つ
い
て
、
タ
シ
オ
ラ
ス
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
の
が
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
、

道
理
性
要
件
と
い
う
名
の
下
で
、「
感
情
侵
害
的
な
行
為
／
出
来
事
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
立
法
を
支
持
す
る
論
証
は
、
公
共
的
理
性

の
要
請
に
よ
り
道
理
に
適
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
立
法
に
お
け
る
感
情
侵
害
原
理
の
適
用
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
い
う
限
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
要
請
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
道
理
に
適
っ
た
公

共
的
正
当
化
は
、
推
論
規
則
や
証
拠
の
ル
ー
ル
等
を
含
む
、
一
般
的
な
論
証
の
作
法
（w

aysofreasoningingeneral

）
の
基
礎
的

な
基
準
を
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
矛
盾
を
意
に
介
さ
な
い
よ
う
な
論
証
は
こ
の
要
請
に
よ
っ
て
考
慮
の
外
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
道
理
に
適
っ
た
公
共
的
正
当
化
は
、
特
定
の
包
括
的
教
説
の
み
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
、
と
い
う
。

　

こ
の
道
理
性
要
件
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
に
お
け
る
議
論
に
基
づ
き
主
張
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
第
二

の
要
請
は
、
後
期
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
よ
ら
ず
と
も
、
広
い
意
味
で
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
支

持
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
の
要
請
は
、
広
い
意
味
で
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
脚
せ
ず
と
も
支
持
さ
れ
う
る
だ
ろ

う
。

　

次
に
、
両
要
請
の
検
討
に
移
る
。
ま
ず
第
一
の
要
請
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
犯
罪
化
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
同

時
に
極
め
て
自
明
で
あ
り
当
然
の
前
提
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
に
対
応
す
る
要
件
を
、
感
情
侵

害
行
為
の
処
罰
を
限
界
づ
け
る
た
め
の
基
準
内
の
一
要
件
と
し
て
明
示
的
に
設
け
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
第
二
の
要
請
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
は
こ
れ
を
、
例
え
ば
極
め
て
人
種
差
別
的
な
社
会
に
お
い
て
町
の
中
心
に
異
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

人
種
間
カ
ッ
プ
ル
が
キ
ス
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
た
巨
大
な
広
告
板
を
設
置
す
る
行
為
が
処
罰
対
象
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
フ
ァ
イ

ン
バ
ー
グ
の
見
解
に
対
す
る
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
構
想
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
行
為
を
禁
止
す
る
論
拠
と

し
て
、
そ
の
広
告
板
は
（
極
め
て
人
種
差
別
的
な
社
会
に
お
け
る
）
我
々
の
ほ
と
ん
ど
が
有
す
る
道
徳
的
／
宗
教
的
感
受
性
を
害
す
る

よ
う
な
行
為
を
描
写
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

特
定
の
包
括
的
教
説
に
由
来
す
る
理
由
、
す
な
わ
ち
、
当
該
道
徳
的
／
宗
教
的
感
受
性
を
有
し
な
い
他
の
道
理
に
適
っ
た
市
民
に
よ
っ

て
支
持
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
理
由
の
み
に
訴
え
か
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
道
理
性
要
件
に
反
す
る
、
と
い
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
公
然
わ
い
せ
つ
に
対
す
る
処
罰
も
第
二
の
要
請
に
反
す
る
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
え
な
い
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
も
、
公
然
わ
い
せ
つ
に
よ
る
感
情
侵
害
も
特
定
の
道
徳
的
規
範
・
信
念
に
媒
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
は
前
記
広
告
板
事
例
と
異
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
広
告
板
事
例
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
感
情
侵
害
行
為
に
対
す

る
処
罰
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る
た
め
に
は
別
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
節
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
差

別
的
信
念
に
基
づ
く
感
情
侵
害
の
排
除
を
直
接
的
に
感
情
侵
害
の
道
理
性
要
件
の
一
内
容
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
根
拠
を
、
差
別
的
信

念
に
基
づ
く
感
情
侵
害
を
惹
起
す
る
行
為
に
対
す
る
処
罰
は
（
悪
し
き
）
差
別
を
構
成
し
平
等
と
い
う
価
値
に
反
す
る
結
果
と
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
、
在
日
外
国
人
や
同
性
愛
者
に
対
す
る
嫌
悪

感
を
正
当
な
処
罰
根
拠
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る
。
ま
た
、
前
記
広
告
板
事
例
に
対
す
る
処
罰
の
否
定
と

公
然
わ
い
せ
つ
に
対
す
る
処
罰
の
肯
定
が
整
合
的
に
理
解
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
差
別
的
信
念
に
基
づ
く
感
情
侵
害
を
惹
起
す
る
行
為
を
処
罰
範
囲
か
ら
除
外
す
る
た
め
に
感
情
侵
害
の
道
理
性
を
考
慮
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
は
、
次
の
二
つ
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
者
が
道
理

に
適
わ
ぬ
感
受
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
事
態
は
起
こ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
ゆ
え
に
、
道
理
に
適
わ
ぬ
感
情
侵
害
を
根
拠
と
す

（
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論　　　説

る
処
罰
の
否
定
は
、
感
情
侵
害
の
程
度
基
準
で
十
分
足
り
る
。
第
二
に
、
感
情
侵
害
の
道
理
性
の
考
慮
は
、
立
法
者
に
感
情
的
反
応
が

道
理
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
特
権
と
い
う
危
険
な
権
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。

　

し
か
し
、
第
一
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
種
や
同
性
愛
等
に
関
す
る
差
別
的
な
信
念
が

一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
又
は
少
な
く
と
も
国
家
や
州
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
時
代
が
遠
く
な
い
過
去
に
実
際
に
存

在
し
て
い
た
し
、
同
様
の
事
態
が
将
来
に
お
い
て
決
し
て
生
じ
え
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
の
見
立
て
が
楽
観
的
に
過
ぎ
る
と
の
指
摘
は
、
日
本
に
お
い
て
も
な
お
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
の
批
判
に
つ
い
て

も
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
人
々
が
ど
の
よ
う
な
信
念
を
有
す
る
べ
き
か
や
あ
る
出
来
事
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
感
情
的

に
反
応
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
は
口
出
し
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
感
情
侵
害
が
法
的
規
制
の
根
拠
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

道
理
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

第
五
節　

比
較
衡
量
の
前
段
階
に
お
け
る
あ
る
程
度
の
理
由
の
存
否
判
断
の
断
念

　

本
章
で
は
こ
こ
ま
で
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
要
件

の
充
足
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
英
米
圏
の
感
情
侵
害
原
理
を
巡
る
議
論
内
の
諸
見
解
を
も
と
に
検
討
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
制
約
が
導
き
出
さ
れ
た
。
第
一
に
、
規
制
対
象
行
為
は
他
者
の
感
情
に
対
す
る
侵
害
を
因
果
的
に
惹
起

し
う
る
危
険
性
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
の
制
約
で
あ
る
。
第
二
に
、
感
情
侵
害
は
法
的

規
制
の
根
拠
と
し
て
道
理
に
適
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
情
侵
害
の
道
理
性
の
制
約
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
感
情
侵

害
に
関
す
る
一
般
人
基
準
と
差
別
的
信
念
に
基
づ
く
感
情
侵
害
の
除
外
に
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
と
感

情
侵
害
の
道
理
性
だ
け
で
は
、
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
を
基
礎
づ
け
る
に
は
十
分
で
な
い
。
と
い
う
の
も
、
法
的
規
制
に

（
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

値
し
な
い
よ
う
な
多
く
の
日
常
的
な
感
情
侵
害
行
為
を
犯
罪
化
の
候
補
か
ら
除
外
す
る
契
機
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
本

章
に
お
い
て
検
討
対
象
と
し
て
き
た
諸
見
解
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
以
上
の
こ
と
は
、
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
の
存
在
を
確
認
し
た
う
え
で
そ
の
後
に

比
較
衡
量
テ
ス
ト
（
な
い
し
調
整
原
理
に
お
け
る
検
討
）
を
行
う
と
い
う
判
断
枠
組
み
の
維
持
の
難
し
さ
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
比
較
衡
量
を
行
う
こ
と
な
し
に
、
お
よ
そ
法
的
規
制
に
値
し
な
い
で
あ
ろ
う
多
く
の
日
常
的
な
感
情
侵
害
行

為
を
処
罰
の
候
補
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
比
較
衡
量
を

行
う
前
段
階
に
お
い
て
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
の
存
否
を
判
断
す
る
（
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
理
解
・
判
断
枠
組
み
を

採
用
せ
ず
、
端
的
に
、
感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
を
限
定
す
る
批
判
道
徳
的
制
約
と
し
て
、
感
情
侵
害
の
因
果
的
危
険
性
、
感
情
侵
害
の

道
理
性
、
そ
し
て
感
情
侵
害
の
重
大
性
と
法
的
介
入
に
否
定
的
に
作
用
す
る
批
判
道
徳
的
理
由
の
比
較
衡
量
と
い
う
三
つ
が
要
求
さ
れ

る
と
考
え
た
い
。

亀
田
悠
斗
「
感
情
侵
害
原
理
（O

ffensePrinciple

）
を
巡
る
議
論
の
展
開
（
一
）（
二
・
完
）
─
─
刑
法
に
よ
る
感
情
の
保
護
に
関
す

る
予
備
的
考
察
─
─
」
阪
大
法
学
七
〇
巻
五
号
（
二
〇
二
一
）
四
六
七
頁
以
下
・
七
〇
巻
六
号
（
二
〇
二
一
）
二
二
三
頁
以
下
。

保
護
法
益
を
感
情
と
解
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
処
罰
規
定
と
し
て
、
刑
法
典
で
は
、
公
然
わ
い
せ
つ
罪
（
刑
法
一
七
四
条
）
や
わ

い
せ
つ
物
頒
布
等
罪
（
一
七
五
条
）、
墳
墓
発
掘
罪
や
死
体
損
壊
等
罪
等
の
礼
拝
所
及
び
墳
墓
に
関
す
る
罪
（
一
八
八
─
一
九
一
条
〔
一
九
二

条
を
除
く
〕）、
脅
迫
罪
（
二
二
二
条
）、
死
者
名
誉
毀
損
罪
（
二
三
〇
条
二
項
）、
侮
辱
罪
（
二
三
一
条
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
刑
法
典
以
外
の
法

律
や
条
例
で
は
、
愛
護
動
物
関
連
犯
罪
（
動
物
愛
護
法
四
四
条
）、
人
ク
ロ
ー
ン
胚
等
移
植
罪
（
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
規
制
法
一
六
条
、
三
条
）、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
罪
（
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
一
八
条
、
二
条
）、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
防
止
条
例
に
お
け
る
卑
わ
い
罪
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
刑

法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
・
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
を
否
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
粗
野
・
乱
暴
の
罪
（
軽
犯
罪
法
一
条
五
号
）
や
軽
犯
罪
法
一
条

一
三
号
前
段
、
静
穏
妨
害
の
罪
（
一
四
号
）、
身
体
露
出
の
罪
（
二
〇
号
）、
こ
じ
き
の
罪
（
二
二
号
）、
儀
式
妨
害
の
罪
（
二
四
号
）、
排
せ
つ

（
1
）

（
2
）
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等
の
罪
（
二
六
号
）、
汚
廃
物
放
棄
の
罪
（
二
七
号
）、
追
随
等
の
罪
（
二
八
号
）
等
の
軽
犯
罪
も
、
感
情
を
保
護
法
益
と
す
る
犯
罪
に
分
類
さ

れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

松
原
芳
博
「
立
法
化
の
時
代
に
お
け
る
刑
法
学
」
井
田
良
・
松
原
芳
博
編
『
立
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
3　

立
法
実
践
の
変
革
』（
ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
）
一
二
五
頁
。

曽
根
威
彦
「
現
代
刑
法
と
法
益
論
の
変
容
」『
刑
事
法
学
の
現
代
的
課
題
：
阿
部
純
二
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
第
一
法
規
、
二
〇
〇

四
）
五
七
頁
。

pro tantoreason

と
は
、「
正
真
正
銘
の
重
み
を
持
つ
が
、
他
の
考
慮
事
由
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
う
る
」
理
由
を
い
う
（
瀧
川
裕
英
『
国
家

の
哲
学
：
政
治
的
責
務
か
ら
地
球
共
和
国
へ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
）
一
〇
頁
）。

JoelFeinberg,H
arm

 to O
thers: T

he M
oral Lim

its of the Crim
inal Law

 V
olum

e 1,O
xfordU

niversityPress,1984,
pp.3f.

（
以
下
、H

arm
 to O

thers

と
略
記
す
る
）.

H
arm

 to O
thers;O

ffense to O
thers: T

he M
oral Lim

its of the Crim
inal Law

 V
olum

e 2,O
xfordU

niversityPress,
1985

（
以
下
、O

ffense to O
thers

と
略
記
す
る
）;H

arm
 to Self: T

he M
oral Lim

its of the Crim
inal Law

 V
olum

e 3,O
xford

U
niversityPress,1986;H

arm
less W

rongdoing: T
he M

oral Lim
its of the Crim

inal Law
 V

olum
e 4,O

xfordU
niversity

Press,1988

の
四
冊
か
ら
成
る
。

H
arm

 to O
thers,p.4.

「
実
定
道
徳
」
及
び
「
批
判
道
徳
」
の
定
義
に
つ
い
て
、H

.L.A
.H

art,Law
, Liberty, and M

orality,O
xfordU

niversityPress,
1963,p.20.

H
arm

 to O
thers,p.4.

H
arm

 to O
thers,p.26.

例
え
ば
、「
法
益
保
護
の
原
則
」
は
「
道
徳
・
倫
理
の
維
持
の
み
を
存
在
理
由
と
す
る
処
罰
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
禁
じ
」
る
と
言
う
と

き
、
こ
こ
で
の
「
道
徳
」
は
実
定
道
徳
を
意
味
す
る
（
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
総
論
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
）
二
一
─
二
二
頁
。

他
に
も
、
小
林
憲
太
郎
「『
法
益
』
に
つ
い
て
」
立
教
法
学
八
五
号
（
二
〇
一
二
）
二
四
頁
以
下
な
ど
）。

批
判
道
徳
的
見
地
に
よ
る
刑
事
立
法
の
限
界
づ
け
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
小
島
秀
夫
「
法
益
論
の
根
本
的
問
題
─
法
益
と
道
徳
は
対
置
さ

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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れ
う
る
か
─
」
大
東
法
学
六
八
号
（
二
〇
一
七
）
二
八
頁
が
、「
法
益
概
念
を
実
質
的
に
捉
え
、
批
判
道
徳
の
意
味
に
お
け
る
法
益
の
普
遍
的

な
道
徳
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
…
…
法
益
論
の
立
法
論
的
機
能
は
、
依
然
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ロ
グ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
、「
あ
る
法
案
を
推
進
す
る
議
員
が
、
そ
の
法
案
へ
の
協
力
と
交
換
に
、
別
の
法
案
を
推
進
す
る
議
員
に
そ
れ
へ

の
協
力
を
約
束
す
る
こ
と
で
あ
」
り
、「
票
の
貸
し
借
り
」
と
も
言
わ
れ
る
（
久
保
文
明
ほ
か
『
ア
メ
リ
カ
政
治
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二

〇
一
七
）
一
六
一
頁
）。

H
arm

 to O
thers,p.4.

こ
れ
に
は
、
刑
事
規
制
を
含
む
法
的
な
行
為
規
制
に
加
え
、
法
的
で
な
い
も
の
、
例
え
ば
国
家
は
介
入
せ
ず
関
係
者
に
よ
る
私
的
解
決
に

委
ね
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

H
arm

 to O
thers,p.5.

仲
道
祐
樹
「
法
益
論
・
危
害
原
理
・
憲
法
判
断
─
─
刑
事
立
法
の
分
析
枠
組
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察
─
─
」
比
較
法
学
五
三
巻
一
号

（
二
〇
一
九
）
六
五
頁
。
ま
た
、
亀
井
源
太
郎
「
平
成
二
九
年
度
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
と
立
法
評
価
枠
組
」『
池
田
修
先
生
・
前
田
雅
英
先

生
退
職
記
念
論
文
集
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
〇
）
一
三
二
頁
以
下
も
、「
立
法
評
価
と
い
う
作
業
（
お
よ
び
立
法
評
価
枠
組
）
に
は
」、「
憲
法
適

合
性
」
と
「
合
憲
性
を
前
提
と
し
た
立
法
の
『
よ
り
よ
さ
』」
と
い
う
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
処
罰
規
定
に
対
す
る

「
外
側
の
〈
限
界
〉
で
あ
る
合
憲
性
審
査
」
な
い
し
そ
の
「
憲
法
適
合
性
」
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
上
田
正
基
『
そ
の
行

為
、
本
当
に
処
罰
し
ま
す
か
：
憲
法
的
刑
事
立
法
論
序
説
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
）
一
頁
以
下
。

阪
口
正
二
郎
「『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
憲
法
学
と
国
家
の
中
立
性
』
序
説
」
法
律
時
報
七
二
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
〇
）
九
七
頁
は
、「
憲
法
解
釈

と
い
う
知
的
営
み
を
政
治
哲
学
の
探
求
と
い
う
知
的
営
み
に
よ
っ
て
全
面
的
に
代
替
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
知
的
怠
慢
で
あ
る
と
同
時

に
、
誤
り
で
も
あ
ろ
う
」
が
、「
し
か
し
、
他
方
で
、
お
よ
そ
憲
法
解
釈
は
政
治
哲
学
と
は
無
縁
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
ま
た
、
欺
瞞
で
あ
り

誤
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
憲
法
解
釈
が
あ
る
べ
き
憲
法
の
姿
を
描
き
だ
そ
う
と
す
る
実
践
的
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
し
、
憲
法
典
そ
れ
自
体
も
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
政
治
理
論
を
抜
き
に
し
て
解
釈
を
提
供
で
き
る
ほ
ど
縫
い
目
の
な
い
織
物
で
は

な
い
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
法
解
釈
一
般
が
道
徳
と
不
可
避
的
に
関
係
す
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
、
小
川
亮
「
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の

解
釈
方
法
論
の
分
析
と
そ
の
擁
護
：JusticeforH

edgehogs

を
中
心
に
」
国
家
学
会
雑
誌
一
三
二
巻
一
一
・
一
二
号
（
二
〇
一
九
）
一
五

九
頁
注
（
30
）
参
照
。

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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詳
し
く
は
、
亀
田
・
前
掲
注
（
1
）（「
感
情
侵
害
原
理
（O

ffensePrinciple

）
を
巡
る
議
論
の
展
開
（
一
）」）
四
七
五
頁
以
下
参
照
。

「
あ
る
処
罰
規
定
が
行
為
者
以
外
の
者
に
対
す
る
危
害
を
防
止
（
排
除
、
縮
小
）
す
る
の
に
効
果
的
で
あ
り
、
か
つ
他
の
諸
価
値
に
対
す

る
よ
り
多
大
な
コ
ス
ト
な
く
同
様
に
効
果
的
で
あ
る
他
の
手
段
が
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
そ
の
処
罰
規
定
を
支
持
す
る
よ

き
理
由
で
あ
る
」（O

ffense to O
thers,p.ix;H

arm
 to O

thers,pp.26f.

以
下
同
様
）。

「
あ
る
禁
止
が
行
為
者
自
身
に
対
す
る
危
害
（
身
体
的
、
精
神
的
又
は
経
済
的
な
危
害
）
を
防
止
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
は
、
常
に
そ
の
禁
止
を
支
持
す
る
よ
き
理
由
で
あ
る
」。

「
た
と
え
行
為
者
又
は
他
者
に
対
す
る
危
害
も
感
情
侵
害
も
生
じ
さ
せ
な
い
と
し
て
も
そ
れ
が
本
来
的
に
不
道
徳
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
道
徳
的
に
正
当
で
あ
り
う
る
」。

O
ffense to O

thers,p.ix.
H

arm
 to O

thers,pp.14f.,26.

「
福
利
に
関
す
る
利
益
」
と
は
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
種
類
の
、
諸
個
人
が
各
々
の

最
終
的
な
ゴ
ー
ル
に
至
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
手
段
、「
人
の
福
利
（w

ell-being

）
に
と
っ
て
の
基
本
的
な
必
要
条
件
」
を
い
う
。
例
え

ば
、
身
体
の
健
康
や
活
力
、
不
可
侵
性
、
正
常
な
機
能
、
身
体
的
又
は
精
神
的
苦
痛
な
い
し
醜
悪
な
傷
を
被
ら
な
い
こ
と
、
最
低
限
の
知
力
、

感
情
の
安
定
、
根
拠
な
き
不
安
や
憤
り
の
欠
如
、
標
準
的
に
社
交
に
従
事
し
友
情
を
享
受
し
維
持
す
る
能
力
、
最
低
限
の
収
入
と
経
済
的
安
定
、

悪
く
な
い
社
会
的
・
物
理
的
環
境
（atolerablesocialandphysicalenvironm

ent

）、
干
渉
と
強
制
か
ら
の
一
定
程
度
の
自
由
な
ど
が
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
（H

arm
 to O

thers,pp.36f.
）。

H
arm

 to O
thers,pp.45ff.

O
ffense to O

thers,pp.1f.
O

ffense to O
thers,pp.67-69.

O
ffense to O

thers,pp.27ff.
A

PSim
ester&

A
ndreasvonH

irsch,Crim
es, H

arm
s, and W

rongs: O
n the Principles of Crim

inalisation,H
art

Publishing,2011,pp.109-111

（
以
下
、Crim

es, H
arm

s, and W
rongs

と
略
記
す
る
）.

フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
に
よ
る
危
害
と
感
情

侵
害
の
区
別
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
章
以
下
で
言
及
す
る
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
や
タ
シ
オ
ラ
ス
、
シ
ュ
ー
メ
イ
カ
ー
の
見
解
の
詳
細
に
つ
い

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
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）

（
30
）

（
31
）
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

て
は
、
亀
田
・
前
掲
注
（
1
）（「
感
情
侵
害
原
理
（O

ffensePrinciple

）
を
巡
る
議
論
の
展
開
（
二
・
完
）」）
二
二
四
頁
以
下
参
照
。

第
五
章
第
二
節
に
お
い
て
紹
介
す
る
通
り
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
ら
は
感
情
侵
害
行
為
に
対
す
る
処
罰
の
正
当
化
に
際
し
て
も
危
害
と
の

関
係
を
必
要
条
件
と
し
て
い
る
が
、
危
害
と
感
情
侵
害
を
区
別
せ
ず
と
も
実
質
的
に
同
内
容
の
要
件
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

こ
の
要
素
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
第
一
節
第
一
款
②
参
照
。

PaulRoberts,PenalO
ffenceinQ

uestion:Som
eReferencePointsforInterdisciplinaryConversation,A

ndrew
von

H
irsch&

A
PSim

ester(Eds.), Incivilities: R
egulating O

ffensive Behaviour,H
artPublishing,2006,pp.23f.;Crim

es, 
H

arm
s, and W

rongs,pp.128f.
A

PSim
ester&

A
ndreasvonH

irsch,RethinkingtheO
ffensePrinciple,Legal T

heoryvol.8,2002,p.295;Crim
es, 

H
arm

s, and W
rongs,p.129.

T
hom

asSøbirkPetersen,N
oO

ffense!O
ntheO

ffensePrincipleandSom
eN

ew
Challenges,Crim

inal Law
 and 

Philosophyvol.10,2016,p.364.
BernardW

illiam
s,O

bscenity and Film
 Censorship: A

n A
bridgem

ent of the W
illiam

s R
eport,Cam

bridgeU
niversity

Press,1981,p.99.

詳
細
に
つ
い
て
は
、
加
茂
直
樹
『
社
会
哲
学
の
諸
問
題
─
─
法
と
道
徳
を
中
心
に
し
て
─
─
』（
晃
洋
書
房
、
一
九
九

一
）
二
四
三
頁
以
下
参
照
。

JohnT
asioulas,Crim

esofO
ffence,A

ndrew
vonH

irsch&
A

PSim
ester(Eds.), Incivilities: R

egulating O
ffensive 

Behaviour,H
artPublishing,2006,pp.164f.

T
asioulas,supranote38,p.165

は
、
公
然
性
交
や
人
種
差
別
的
侮
辱
等
が
比
較
的
侵
害
の
程
度
の
低
い
暴
行
や
ス
リ
よ
り
も
重
大
で

な
い
利
益
侵
害
で
し
か
な
い
と
本
当
に
言
え
る
の
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

T
atjanaH

örnle,T
heoriesofCrim

inalization:Com
m

entsonA
.P.Sim

ester/A
ndreasvonH

irsch:Crim
es,H

arm
s

andW
rongs.O

nthePrinciplesofCrim
inalisation.H

artPublishing:O
xfordandPortland,O

regon.2011,Crim
inal Law

 
and Philosophyvol.10,2016,p.305.

RA
D

uff&
SEM

arshall,H
ow

O
ffensiveCanY

ouGet?,A
ndrew

vonH
irsch&

A
PSim

ester(Eds.), Incivilities: 
R

egulating O
ffensive Behaviour,H

artPublishing.2006,p.58

は
、
ど
の
よ
う
な
感
情
侵
害
が
危
害
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
と
い

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
40
）

（
41
）
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論　　　説

う
こ
と
に
つ
い
て
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
な
く
、
感
情
侵
害
行
為
が
処
罰
に
値
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
を
直
接
検
討
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
方
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
と
し
て
、
危
害
概
念
に
依
拠
し
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
感
情
侵
害
原
理
を
巡
る
英
米
圏
の
議
論
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
判
断
枠
組
み
（
感
情
侵
害
行
為

の
処
罰
を
支
持
す
る
あ
る
程
度
の
理
由
〔
事
実
と
し
て
の
感
情
侵
害
＋
行
為
の
不
正
性
〕
の
存
否
を
判
断
し
た
後
比
較
衡
量
を
行
う
こ
と
）
を

用
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
曽
根
・
前
掲
注
（
4
）
四
七
頁
。
ま
た
、
松
澤
伸
「
刑
法
／
刑
罰
制
度
の
正
当
化
根
拠
論
と
犯
罪
化
論
／
犯
罪
論
」『
刑
事
政

策
の
新
た
な
潮
流
：
石
川
正
興
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
九
）
五
五
頁
は
、「
法
益
侵
害
説
は
ド
イ
ツ
に
起
源
を
有
す
る
が
、

侵
害
と
い
う
点
で
、
危
害
原
理
と
類
似
し
た
面
が
あ
り
、
特
に
、
わ
が
国
で
は
、
リ
ー
ガ
ル
・
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
排
除
の
た
め
にH

art

と

D
evlin

の
論
争
を
経
由
し
て
（
刑
法
学
の
考
え
方
と
し
て
）
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
基
本
思
想
を
元
に
、
法
益
侵
害
説
な
い
し
結
果
無

価
値
論
が
有
力
化
し
た
た
め
、
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
節
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
松
澤
・

前
掲
論
文
五
六
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
理
解
に
対
し
て
、「
日
本
で
は
、
極
め
て
雑
多
な
内
容
を
、
法
益
の
名
の
も
と
に
統
合
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
」
り
、「
法
益
概
念
に
は
、
危
害
概
念
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
基
礎
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
、「
実
際
に
は
、
危

害
と
法
益
侵
害
は
相
当
に
異
な
っ
た
内
容
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

大
屋
雄
裕
「
児
童
ポ
ル
ノ
規
制
へ
の
根
拠
─
─
危
害
・
不
快
・
自
己
決
定
」
園
田
寿
・
曽
我
部
真
裕
編
著
『
改
正
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
を

考
え
る
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
）
一
〇
八
頁
。
行
為
の
想
像
に
よ
る
不
快
が
「
そ
の
よ
う
な
行
為
が
実
在
す
る
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
す
ら
無
関
係
に
規

制
の
根
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
る
」
場
合
と
、
行
為
に
よ
り
因
果
的
に
惹
起
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
不
快
（
感
情
侵
害
）
が
当
該
行
為
の
規
制
の

根
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
は
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
屋
・
前
掲
論
文
一
〇
七
─
一
〇
八
頁
は
、
政
府
に
よ
る
規
制
の
根

拠
に
関
す
る
理
論
の
一
つ
と
し
て
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
「
不
快
原
理
」
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
本
文
に
お
い
て
引
用
し
た
よ
う
な
主
張
を
経
由

し
つ
つ
、
最
終
的
に
、「
仮
に
危
害
原
理
を
超
え
て
政
府
の
規
制
す
べ
き
対
象
を
拡
大
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
実
際
に
被
害
者
が
存
在
し
・

被
害
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
特
定
の
不
快
に
限
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
不
快
原
理
か
ら
導
か
れ
る
も
う
一
つ
の
結

論
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

例
え
ば
、
中
森
喜
彦
『
刑
法
各
論
〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
）
二
五
三
頁
、
西
田
典
之
（
橋
爪
隆
補
訂
）『
刑
法
各
論
〔
第
七

版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
八
）
四
三
〇
頁
。

（
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）

（
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）
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）
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）

内
海
朋
子
「
感
情
の
刑
法
的
保
護
に
つ
い
て
─
─
宗
教
に
関
す
る
罪
に
お
け
る
保
護
法
益
─
─
」『
浅
田
和
茂
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集　
上

巻
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
）
八
一
九
頁
以
下
は
、
宗
教
に
関
す
る
罪
の
保
護
法
益
を
「
人
知
を
超
え
た
作
用
に
対
し
て
一
般
人
が
抱
く
畏
敬

の
念
」
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、「
個
人
の
感
情
侵
害
を
不
要
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
局
、
社
会
一
般
に
お
い
て
不
快
・
不
道
徳
と
感
じ
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
行
為
を
、
社
会
一
般
の
宗
教
感
情
に
反
す
る
と
い
う
名
目
の
も
と
に
処
罰
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
来
法
益
概
念
を
通
じ
て
排
除

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
道
徳
の
保
護
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
が
向
け
ら
れ
う
る
」
と
主
張
す
る
。
な
お
、
論
者
は
宗
教
に
関
す
る
罪
と

死
者
に
関
す
る
罪
を
区
別
し
て
い
る
が
（
内
海
朋
子
「
感
情
の
刑
法
的
保
護
に
つ
い
て
─
─
死
者
に
関
す
る
罪
に
お
け
る
保
護
法
益
─
─
」
高

橋
則
夫
ほ
か
編
『
刑
事
法
学
の
未
来
：
長
井
圓
先
生
古
稀
記
念
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
）
三
五
二
頁
）、
前
記
主
張
は
死
者
に
関
す
る
罪
に
も

妥
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
上
正
隆
「
動
物
虐
待
関
連
犯
罪
の
保
護
法
益
に
関
す
る
立
法
論
的
考
察
」
愛
知
学
院
大
学
宗
教
法
制

研
究
所
紀
要
五
八
号
（
二
〇
一
八
）
七
七
頁
以
下
は
、
保
護
法
益
と
し
て
の
人
の
感
情
に
関
す
る
理
解
を
公
然
わ
い
せ
つ
罪
型
と
死
体
損
壊
罪

型
に
分
け
た
う
え
で
、
愛
護
動
物
虐
待
関
連
犯
罪
の
保
護
法
益
を
死
体
損
壊
罪
型
の
理
解
に
沿
っ
て
「
公
衆
の
正
常
な
感
情
」
と
解
す
る
こ
と

は
、
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
接
近
を
意
味
す
る
と
述
べ
る
。
も
っ
と
も
、
英
米
圏
に
お
い
て
現
在
で
も
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
が
危
害
原

理
に
対
す
る
批
判
を
含
む
詳
細
な
検
討
の
も
と
で
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
リ
ー
ガ
ル
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
妥
当
性
に
つ
い
て

再
考
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
宮
崎
真
由
「『
法
に
よ
る
道
徳
の
強
制
』
再
考
（
一
）（
二
・
完
）
─
─
刑
罰
の
正
当
化
に
お

け
る
道
徳
原
理
の
意
義
─
─
」
法
学
論
叢
一
六
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
）
七
七
頁
以
下
・
一
六
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
）
一
二
四
頁
以
下
な
ど

参
照
）。
ま
た
、
少
な
く
と
も
解
釈
論
と
し
て
は
、
特
定
の
実
定
道
徳
・
秩
序
を
保
護
法
益
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る

（
例
え
ば
動
物
虐
待
関
連
犯
罪
に
つ
い
て
、
三
上
・
前
掲
論
文
八
一
頁
）。
個
人
法
益
へ
の
還
元
が
妥
当
で
な
く
純
然
た
る
理
念
な
い
し
秩
序

を
保
護
法
益
と
す
る
と
理
解
す
る
他
な
い
犯
罪
類
型
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
「『
性
』『
生
』『
死
』
と
い
う
、
人
間
の
存
在
の
根

底
に
関
わ
る
理
念
」
自
体
の
刑
法
に
よ
る
保
護
は
「
必
ず
し
も
理
由
皆
無
と
は
評
価
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
原

田
保
『
刑
法
に
お
け
る
超
個
人
的
法
益
の
保
護
』（
成
文
堂
、
一
九
九
一
）
二
四
六
頁
以
下
、
二
五
八
頁
以
下
。

小
林
憲
太
郎
『
刑
法
総
論
の
理
論
と
実
務
』（
判
例
時
報
社
、
二
〇
一
八
）
四
三
頁
。

感
情
侵
害
行
為
の
処
罰
に
対
す
る
批
判
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
が
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
曽
根
・
前
掲
注
（
4
）
五
六

─
五
七
頁
、
嘉
門
優
『
法
益
論
─
─
刑
法
に
お
け
る
意
義
と
役
割
─
─
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
九
）
一
八
九
頁
、
松
原
芳
博
「
刑
事
違
法
論
と

法
益
論
の
現
在
」
法
律
時
報
八
八
巻
七
号
（
二
〇
一
六
）
二
七
頁
。

（
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）

（
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）
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論　　　説
Crim

es, H
arm

s, and W
rongs,pp.95ff.

T
atjanaH

örnle,LegalRegulationofO
ffence,A

ndrew
vonH

irsch&
A

PSim
ester(Eds.), Incivilities: R

egulating 
O

ffensive Behaviour,H
artPublishing,2006,p.142.

例
え
ば
、Crim

es, H
arm

s, and W
rongs,p.120

参
照
。

T
asioulas,supranote38,pp.150ff.

T
asioulas,supranote38,pp.150f.

単
な
る
知
識
に
よ
る
感
情
侵
害
に
行
為
が
行
わ
れ
た
旨
の
他
者
か
ら
の
情
報
に
よ
る
も
の
も
含
め
る
理
解
も
あ
り
う
る
と
こ
ろ
、
こ
の
理

解
に
よ
れ
ば
単
な
る
知
識
に
よ
る
も
の
だ
が
行
為
の
因
果
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
感
情
侵
害
と
い
う
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い

う
の
も
、
行
為
を
直
接
認
識
し
た
者
か
ら
の
情
報
伝
達
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
為
と
当
該
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
に
由
来
す
る
感

情
侵
害
の
間
の
事
実
的
な
因
果
的
結
び
つ
き
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
情
侵
害
を
惹
起
し
う
る
行
為
の
非

当
罰
性
は
、
タ
シ
オ
ラ
ス
が
依
拠
す
る
観
点
、
す
な
わ
ち
単
な
る
知
識
に
よ
る
感
情
侵
害
の
程
度
に
対
す
る
犯
罪
化
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
自
由

の
重
要
性
の
優
越
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Crim
es, H

arm
s,, and W

rongs,pp.132-134.
T

asioulas,supranote38,p.151.
T

asioulas,supranote38,p.165.
T

asioulas,supranote38,pp.151ff.

こ
こ
に
い
う
「
感
情
侵
害
の
道
理
性
」
と
表
現
上
類
似
す
る
概
念
と
し
て
、「
感
情
侵
害
行
為
の
道
理
性
」
が
あ
る
。
し
か
し
、「
感
情
侵

害
行
為
の
道
理
性
」
は
、
文
字
通
り
感
情
侵
害
行
為

4

4

が
道
理
に
適
っ
て
い
る
こ
と
や
そ
の
程
度
を
い
い
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
の
比
較
衡
量
テ
ス

ト
に
お
い
て
感
情
侵
害
の
重
大
性
と
比
較
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
行
為
者
に
と
っ
て
の
行
為
の
個
人
的
重
要
性
や
社
会
的
価
値
等
か
ら

判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
感
情
侵
害
の
道
理
性
」
と
「
感
情
侵
害
行
為
の
道
理
性
」
は
内
容
上
全
く
異
な
る
概
念
で
あ
る

こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
な
お
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
も
両
者
を
区
別
し
た
う
え
で
、「
感
情
侵
害
の
道
理
性
」
を
考
慮
す
べ
き
で
な
い
と
明
言

し
て
い
る
（O

ffense to O
thers,pp.35ff.

）。

タ
シ
オ
ラ
ス
は
感
情
侵
害
が
客
観
的
で
あ
る
こ
と
と
道
理
に
適
っ
て
い
る
こ
と
を
特
に
区
別
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
、
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感情侵害行為の処罰に対する制約の探求（一）
T

asioulas,supranote38,pp.154ff.

参
照
）。

「
包
括
的
教
説
」
と
は
、
人
の
生
に
お
い
て
価
値
あ
る
も
の
の
構
想
や
個
人
の
性
格
の
理
想
、
家
族
的
・
集
団
的
関
係
の
理
想
と
い
っ
た

非
政
治
的
な
価
値
や
徳
の
構
想
に
か
か
わ
り
、
さ
ら
に
我
々
の
行
為
を
導
き
、
我
々
の
生
全
体
に
対
し
て
制
約
を
課
す
よ
う
な
他
の
多
く
の
事

柄
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
、
哲
学
的
・
宗
教
的
・
道
徳
的
教
説
を
い
う
（JohnRaw

ls,Political Liberalism
,Colum

biaU
niversity

Press,1993,p.13

）。

D
avidW

.Shoem
aker,

“DirtyW
ords

”andtheO
ffensePrinciple,Law

 and Philosophyvol.19,2000,pp.556ff.
井
上
達
夫
『
共
生
の
作
法
─
会
話
と
し
て
の
正
義
─
』（
創
文
社
、
一
九
八
六
）
二
〇
六
頁
以
下
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
自
同
性
を
「
善

か
ら
区
別
さ
れ
た
社
会
構
成
原
理
と
し
て
の
固
有
の
意
味
に
お
け
る
正
義
へ
の
問
い
」（
二
一
四
頁
）
に
答
え
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る
こ
と

に
求
め
た
う
え
で
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
が
満
た
す
べ
き
条
件
と
し
て
、「
正
義
の
問
題
に
関
す
る
決
定
は
、『
善
き
生
』
に
つ
い
て
の
い

か
な
る
特
殊
な
解
釈
に
も
依
存
す
る
こ
と
な
く
正
当
化
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
一
六
頁
）
と
い
う
「
独
立
性
の
要
請
」
を
含
む

「
正
義
の
基
底
性
」
を
提
示
し
て
い
る
。

Shoem
aker,supranote61,pp.560f.

こ
こ
で
、
例
示
を
超
え
て
抽
象
的
に
如
何
な
る
場
合
に
感
情
侵
害
に
対
す
る
処
罰
が
（
悪
し
き
）
差
別
と
な
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
問
題
に
十
全
に
答
え
る
た
め
に
は
、
何
が
差
別
を
不
正
た
ら
し
め
る
の
か
と
い
う
問
い
を
巡
る
議
論
に
立
ち
入
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で

は
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
当
該
議
論
に
関
す
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
、
堀
田
義
太
郎
「
差
別
の
規
範
理
論
：
差
別
の
悪
の
根

拠
に
関
す
る
検
討
」
社
会
と
倫
理
二
九
号
（
二
〇
一
四
）
九
三
頁
以
下
、
デ
ボ
ラ
・
ヘ
ル
マ
ン
著
（
池
田
喬
・
堀
田
義
太
郎
訳
）『
差
別
は
い

つ
悪
質
に
な
る
の
か
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
八
）
一
頁
以
下
、
石
田
柊
「
差
別
と
危
害
─
─
帰
結
主
義
的
差
別
論
の
擁
護
─
─
」
社

会
と
倫
理
三
四
号
（
二
〇
一
九
）
七
三
頁
以
下
。

O
ffense to O

thers,p.35.
Shoem

aker,supra note61,p.554.

同
様
の
指
摘
と
し
て
、T

asioulas,supra note38,pp.155f.

参
照
。

Shoem
aker,supra note61,pp.554ff.
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